
燕難
論
醐

、

一説

、養

本

論

に
見

は

れ
た

る
唯

物

史

観

・…

・
肚
會

的

租

税

政

策

の
根

本

理

論

…

…

鎌
倉

時

代

の
家

族

制
度

二

)…
…
…

・・

消
費

税
麗

麗

㌫
の
肚

會

政

策

的

考

察

-

植

民

地

の
土

地

政
策

(二
、完
)...…
…

:
・

・
交
通

の
意

義

と
交

通

論

の
問

題

…

…

・

時

事

閤
開題

支
那

の
日
貨
排

斥
運
動
…
・

薙
惜

録

・
手

形

交

換

所

制

度

論

二

)
..

絹

に

關

す

る
外

囲

語

・…

…

岡

山

藩

の
開

墾

策

(
こ

...,

…
法
學
榑
士

…
法
墨
描
土

文
學
情
士

-
注
學
鱒
士

…
法
學
博
士

…
渋

墨

士

・・
渋

墨

博

士

…
…

…
…

法

學

士

…

…
…

渋
墨
博
士

}

河

上

壁
皿

　
小

川

郷

太

郎

　　

三

浦

周

行

・

　

神

戸

正

雄

　

杣躰錘
}
…

戸

田

・
海

市

　

大

森

財

部

黒

正

爵
霧

}

研

造

　

静

治

蓋㎝

冠
脅



..継

端
灘

.論

。叢

儲
夘
十
春

窮

【
一號
…

(癌
智
第
五
十
六
聾

大

正

九
年

二
月

獲

行

＼

訊
局面

言冗

費
本
論

に
見
は
れ
た
ろ
唯
物
史
観

,
.

…「

」

・
.

・

・
.

河

、
.

上

「

肇
.

　
　
ロ

「
.
マ
ル
ク
ス
自

身

の
言

ふ
所

に
依
れ
ば
、

元
ε
彼

が
「
専
門

的

研
究

は
.渋
墨

で

あ

っ
た
」
。

然

る
に

『
一
八
四

二
年
.、

㎝

よ
り
同
四
三
年

の
問
、
ラ
イ
ン
新
聞

の
記
者
ご
し
て
、
所
謂
物
質
的
利
益
羅
濟
問
璽

に
關
し
議
論
を
闘
は
さ
穿
る

…
を
得
ざ
る
に
至
ど

墜

、
彼
は
「
初

め
て
国
威
を
威
じ
た
」
。
さ
れ
ば

天

四
三
年

百

・
.イ
ソ
新
聞
が
筆
磐

買

う
て
獲
行

禁
止

の
命
令

に
接

す

る
や
(
「
・フ

'ー

ソ
新
聞

の
獲

行
者

が
、
筆

鋒
を
和
ぐ

る
事

に
依

り
、之

に
向

っ
て
下

.

さ
れ

π
る
死
刑

の
宣
告

よ
り
免

れ
得

ガ、
し

ε
の
妄

想
を
抱

け

る
際

』
、
彼

は
「
寧

ろ
悦

ん
で
機
會

を
捉

へ
.
公

の
生

　
活
よ
り
自
己
の
嘉

に
退
と

ミ

な
し
た
」
。
乃
ち
彼
は
問
も
な
邑

毘

移
り
、真
庭
で
輕
濟
學

の
饗

を
始

.

め
た
.が
、

暫

く
し

て
常

時
佛
國

の
宰
相

た
㌧

し
ギ
ゾ

ー
の
儒

に
追

は

れ
な

る
に
よ
り
.、

彼

は
居

を

ブ

ル
ュ
ッ
セ
ル

・

に
移

し
、
.更

に
其
地

に
於
て
経
済
學

の
研

究
を
経
績
.し
だ
。

而

し
て
彼

は

プ

ζ

・
莞

に
轄

蛭

前

後
に
於

て
・

論

説
.

栗

論
覚

装

た
み

・
　
.
.

第
+
巷

(第
二
號

、
.

こ

ヨ

七
・
.

●



論
.
説

資
本
論
に
見
に
拡
た
ろ
唯
物
史
観

第
+
巻

(第
二
號

二
)

一
玉
入

此
誹

究

の
コ

,般
的
結
論
旨

し
て
、
所
謂
唯
物
史
興

・
も
の
を
糞

、
而
し
て
彼
自
ら
盲
ふ
所
に
依
れ
ば
.

…

董

禦

る
、
「
亘

之
を
得
し
後
は
」
、
實
装

が
『
研
究
の
指
南
薯

守

し
所
」
の
も

の
で
あ
徹
。

「

此

の
聖

、

系

守
、
鷹

喜

な

り

も

σ
で

る
。

現

援

は
・
資
本

　
ロ

論

の
第

一
蒼

な
す
積
り
に
て
公
に
せ
し
所
の
、
共

の
最
初
の
纏
り
た
る
纏
濟
學
上
の
著
作

た
る
・
「
経
済
學
批

誕

の
序
育

、
前
記
の
如
套

學
問
的
研
究

の
経
渦
集

べ
た
・
後
、
之
に
引
続
き
て
睦

物
良
習

閲
す
る

彼

の
有
名
な

る
公
式
を
記
述
し
て
居
る
の
で
あ
る
、
尤
も
『
輕
濟
學
批
判

』は
後
に
不
満
足

の
熟
め
る
を
獲
見

せ
し

飛

整

、
彼
は
蓑

篇
を
著
作
す
る
・
毒

中
止
し
、
「批
鯉

中
の
議
論
を
書
き
改
築

更
に
之
を
「資
本
』
の

第

蓉

毛

て
公
に
し
え
の
で
は
あ
票

、
併
し
彼
れ
の
唯
物
史
観
遠

濟
曹

の
澗
に
於
け
・
婁

な
る
關
係

…
は
、
是
が
爲
め
毫

も
墾
化
し
だ
鐸
で
は
無
い
。

一
勿
論
.・
ル
ク
ス
批
評
家

の
中

に
は
、
彼
れ
の
史
響

維
濟
論

・
茎

C
切

り
離

さ
ん
ε
企
つ
る
者
も
あ
れ
ミ

奈

の
見

る
所

に
依
れ
ば
、
資
本
論
三
密

内

に
盛

・
れ
砦

多

・
・
の
藩

論

の
、
理
論
的
艦
系

塞

讐

構

一

蓬

は
、
到
底
彼
れ

の
史
観

穿

り
離

し
て
理
解
す
る
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
現
に
資
本
論
策

一
卷

初
版

の
慮
を一

.

見

る

聴

.は

、

㌧

一

国
ω

闘い
【

畠
。
「

一②
け
N
斤①

日

一匹
N
'速

阜

島

o
り。
o
。・

≦
げ

「『
・。閣
計

切

鐸

8

0
旦

・。
0
9

切
Φ
妄
£

F5
σq
ω
σq
2

簿

N

店
o
「

ヨ

&

Φ
「器

昌

O

O
『
6
一
冒
O
一一
国
津

N
口

O
=
二
目
露

一〇
一ピ
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」

境

代
肚
會
の
受
動
に
閲
す
る
痙
濟
晦
渋
則
を
摘
験
す
る
こ
嘉

、
此
著
述

の
最
終
の
目
的
で
あ
る
・
}

か

か

・

又

は

,

…
…

…

「・∋
o
写

ω
訂

一二

℃
昌

穽

亀
田

⊆

o

国
一ラ

ニ
n
ζ

≡
帽

9

「
0
ざ

コ
o
豆

㎝
o
言

口

Ω
雪

亀

跨

ぎ

雰

♂

「
B

鑑

o
昌

巴
切

Φ
『
o
昌
.

コ
暫
ε

お

o
湾

三

色
げ二
[o
『
Φ
=

冒
δ

∩
①
。・
の

㊤
二
津

田
f

…

■…
…

.

.

、

」

「

冠

會

の
経
済
的
構
成

の
獲
展
を

一
の
自
然
史
的
過
程

ピ
し
て
親
察

せ
ん
享

る
所

の
、
余

の
見
地
云
々
)

　
適

言

っ
て
あ
る
。
此

の
如
く
破
目
ら
、
肚
會

の
饗
動
に
關
す
る
纒
濟
上

の
法
則
を
獲
見
す
る
が
資
本
論
著
作

の
最

.

終
の
目
的
で
あ
る
、
ε
言

ひ
、
或
は
、
肚
會
の
纒
濟
的
構
成

の
獲
展
を

「
の
自
然
史
的
過
程
ご
し
て
観
察
す
る
の

…
が
自
分
の
見
地

で
あ
る
、
ε
云

へ
る
以
上
、
資
本

論
三
巻

の
議
論
が
、『
砒
會

の
経
済
的
構
成
の
獲
展
を

一
の
自
然

…
史
的
過
程
已

て
観
察
す
る
」

こ
乏

依

り
、
「
肚
曾

の
璽
動
に
關
す

る
経
済
的
法
則
」
の

疲

的
安
富
性
を
獲
見

せ
し
所

の
、
彼

れ
の
嘘

物
史
響

、
全
島

り
離
し
て
研
究

さ
れ
得

べ
き
も

の
で
あ
る
ご
は
・
到
底
考

へ
得

ら
れ
.

一
ざ
る
こ
ご
で
あ
る
。
乍
併
、
余
は
弦
に
資
本
論
に
於
け
る
、
資
本
主

義
的
経
済
組
織
の
批
評
的
研
究

の
、
理
論
的

　
過
程
及
び
締
結
を
述

ぶ
る
こ
ご
に
依
り
、
之

ご
唯
物
史
観
ε
の
關
係
を
闡
明
せ
ん
ε
企
つ
る
も

の
で
は
無

い
。
余

…
が
此
短
文
に
於
て
試
み
ん
こ
す
る
所

は
.
只
資
本
諭
三
巻

の
各
所
に
散
見
す

る
所
の
、
唯
物
央
観
の

一
適
用

ε
見
.

…

ゑ

・
、
草

・
蓋

の
中
・
綾

的
・
注
意
す

ぎ

・
の
`
・心は
る
、
も
の
綴

姦

芒

餐

其
誇

も

の
を
ぱ
封
照
し

又

は
綜

合

ず
る

こ
ご
に
依

り
、.
資

本
論
著

作

の
當
時

に
於

て
、

マ
ル
ク

ス
が
唯

物
皮
蜆

に
關

し
、

論

説

資
本
論
に
見
収
れ
た
る
唯
物
史
観

第
†
巻

(壌

「號

三
)

一
五
九

・

■

.

'



論

説

資
本
薄

見
誌

た
・
勝

義

筆

巻

(笏

[胱

四
)

エ
6

」

一
果

し
て
如
何

な

る
思
想
を
有

し
居

た

る
か
の

一
斑
を
明

か

に

せ
ん
ざ
す

る
に
在

る
。

」

唯
物
史
観
の
農

す
・
所
換

れ
ば
、
耽
宵

於
け
る
生
産
力
の
震

は
、
計
會
親
鍵

動
の
根
本
原
因
身
.

る
。
合
資
本
論
第

一
.巻
第
五
章

の
中
.
勢
働
行
程
に
就
て
諭
せ
し
條
下
に
〔は
、
」次
に
記
載
す
る
が
如
き

一
文
が
あ

る

。

も

も

ロ

カ

「
勢

働
手
段

(〉
.『
。
芽
旦
持邑

一
勢

働
具

)
の
使
用
及

び
製

造

は
、
、或
種

の
動
物

に
於

て
も
既

に
其
萌
芽

は
存

在

す
ご
難

も
、
.そ
は
特

に
人
類

の
勢

働
行
程

に
閲

し

之

が
特
徴

を
成

せ
る
も

の
で

あ
る
。

さ
れ
ば

フ
ラ
ン
ク

リ

ン
は

.
人
間

を
定
義

し
て
、
9

8
。
一日
ρ
三
幅

'p
}

冨
四一
道
具

を
製
造

す

る
動
物

な

り
、

だ
謂

っ
て
居

る
。
恰

も
遺
骸

の
組

織
が
、
既

に
滅

亡
せ

し
種
圏

の
動
物

の
構
造

を
知

る
に
、

重
要
な

る
ざ
同

じ
や
5
に

、
勢
働
手

段

の
遺

物
は
、
既

に
崩
壊

せ
し
経

済
肚

會

の
構
成

を

剣
卸

す

る
に
、
極

め
て
重
要

で
あ

る
。
脛
濟

上

の
時
代

を
劃
す
る
所

の
も

の
は
、
何
が
造
ら
れ
た
か
ビ
云
ふ
問
題
で
は
無

を

、
そ
が
如
何
に
し
て
、
如
何
な
る
勢

働
手
段

を
以
て
、
造

ら
れ
な
か
ざ
云
ふ
問
.題
で
あ
る
。
勢
働
手
段
は
、
蕾

に
人
間

の
勢
働
力

の
獲
展

の
尺
度

硬

い

も

も

も

マ

た
る
の
み
な
ら
す
、
更
に
叉
、
勢
働
が
依

っ
て
以
て
其
内
に
行
は
る
、
所

の
、
肚
會
的
關
係
の
指

示
器
で
あ.

.
る
碧

此

一
丈
を
見

る
塒
は
、
「
経
済
學
批
判
」
の
序
文
中
に
あ
る
唯
物
史
観

の
公
式
の
冒
頭
の
主
張
、
即
ち
『人
類
は
、

(1)DasKapital,Bd.エ.,S.[42.(英 課p.20っ.)

、
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レ
し

ペ
ン

じ

…

後

等
の
生
活
唇

釜

盆

禽

生
産

に
於

て
、
-
…

・・彼

蓄

物
質
的
生
産
力

の

[
定
の
震

階
段
に
適
慮
す

嘉

星

産
關
係
に
.
入
-
込
む
も
の
で
あ
・
」
こ
い
ふ
主
張
は
・
依
然
そ
の
ま

、
に
認
め
ら
れ
で
あ
る
酵

只

　
ド

一
異

る
所
は
、
其
よ
り
更

に

}
渉
を
進

め
て
、
人
間

の

「
物
質
的
堂
爾
か

の
獲
展
階
段
」
を
劃
ず
る
も

の
、
又
は
『
人

あ

あ

ち

も

し

も

も

滴

の
蕩

力
の
麓

の
尺
度
」
・
…

は
、
蕩

薦

・
あ
き

い
薪

蔭

皇

巽

、
追
加
せ
…

居

.

る

ざ

い

ふ

黙

で

.め

.る

Q

一

猶

ほ
前
掲

の
妻

の
脚
著

し
て
、
初
阪

に
は
次

の
如
き
注
意
が
加

へ
ら
れ
て
あ

っ
尾

『
絡
て

の
商
口叩
の
中
で
、
本
來
奢
侈
的
商
品
に
騙
す
る
も
の
は
、
種
々
の
生
鐸

讐

・「。
二
三
ま̂
…考

量
亘

の
、工
學

的
比
較

に
劃

し
て
、
最

も
意
義

な
き
も

の
で

あ

る
。
」

細

る
に
・
.第
二
版
に
は
・
更
に
次
の
如
き
即
戦
が
添
鴛

た
.

「
從
來

の
歴
史
的
記
録
は
、
物
質
的
生
産

暴

民
を
.
.即
ち
響

⑳
慰

・墓

穿

謬

を
・
從

麦

総
て

の
眞
の
歴
史
を
、
餓
り
に
看
過
し
た
。
併
し
歴
史
以
前

の
時
代
に
就
で
は
.
吾
人
は
、
自
益
斜
里
的

の
i

所
謂
歴
史
的
に
非
ざ
ゐ
所

の
一

研
究
を
基
礎

ご
し
、
道
具
及
び
武
羅
の
材
料
を
標
準
ε
し
て
」
石
器
聴
代
、

銅
器
時
代
、
鐵
雑
時
代

の
三
者
に
、
之
を
分
割

し
て
居
る
の
で
あ
乃
。』

ボ

の

更

に
進

ん
で
、
資
本
論
第

蓉

の
中
、
機
械
の
震

を
論
芒

條
下
覧

る
.に
、
其
補
註
,の
中
に
・
次
の
如
き
.

一
注

意

す

べ
き

文

句

が

あ

る

。

両
論

読

資
本
論
に
見

は
れ
た
る
唯
物
異
観

、

第
+
巻

(第
二
號

五
)

一
.六

一

-

面　

鋤

p
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課
P
英

課

一

供

獅
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慰

S

&

q

α

乱

a

ゐ

翫

2

3

'



一
論

説
.

資
本
論
に
見
に
れ
た
ろ
唯
物
鐘

第
+
巻

(第
二
號

六
)

=
八
二

…
フ

…

は
自
然
の
工
學
に
、
響

動
蕩

の
生
活
・
役
立
ヶ
べ
き
金

具

3
「鼻

・夏

野

　

=叶Φ
)

一
こ
し
て
の
讐

。
形
成
に
、
興
味
・
向
け
・
。
今
、
答

ケ
組

磐

・
人
間

・
謬

赤

響

・

形

成
.吏

㌃

①
・,
ま
⊆
=匹
田⑳
6
切。
一、[n
一ρ匿

・・
窪

三
・ま

8

・
お
・
邑

・・
Ω
　

奪

登

∋
・
　

亘

即
ち
終

謬

審

や

も

あ

マ

し

へ

も

織

の
物
質
的
基
礎
の
形
成
史
も
亦
、
同
様

の
注
意
に
値
せ
ぬ
で
あ
ξ

か
。
配
し
て

≦
8

の
言

へ
る
如
丸

　

無
糖
鞍

鞭

が鰻

胴囲欝
鏡鞍

嚢

鉄
耀
離

虞

間

・
黒

縛

す
・
積
欝

・
活
動
・
、
響

人
間
・
鰺

・
直
接
な
る
生
産
霧

を
闡
明
し
・
之
に
依
り

夏

、
彼
等
・
蕃

雰

審

撚

及
び
畜

謬

寡

肝
落

棚
券

饗

を
闡
明
す
る
・
比
婆

的
基

肇

無
観
す
る
も
の
は
、
完
登

壺

も
、
総
て
非
批
溜

(垂

彗

)で
め
・
・
宗
激
の
雲
欝

(羅

　的
)
髭

雰

析
・
・
其
俗
世
・
馨

姦

見
す
・
は
・
喜

逆
に
・
壽

代
の
聾

的
の
生
齧

係
よ
り

西

凝
し
て
之
が
棘
化
の
形
態
に
蟄

よ
り
、
實
際
再

翁

で
あ
・
。
而
か
も
讐

の
み
蓬

一
の
物
欝

一

義

的
訴

究
法
で
脅
.
、
從
て
唯

一
の
科
學
的
確
究
法
で
あ
・
。
蓋
・
歴
諾

過
程
を
蓋

園
舎

置
く
所

の
、
か
の
抽
象
的
な
・
自
然
科
需

唯
物
論
が
如
何
鋲

陥
を
享

る
か
は
、
彦

代
奉

る
學
嚢

』

漉

専
門
外
に
出
・
・
や
、
・・抽
器

且
饗

的
・
慧

・
享

・
遍

齢

・
・
見
れ
・
・
直
ど

盟

一
で

あ

る

。
』



趨

蕪
雛
舞
羅

鬱

鬱
蕪

讐

舞
.
,

　癖
鋸
雌
攣

鱗
辮
甜鞭
羅
鑓

嚢

鐸

無

　
主

張
が
、
矢
張
り
習

に
叢

に
聾

・
れ
て
居
・
.
「
入
間
・
驚

・
露

な
星

霜

讐

明
か
に
す
れ
ば
、

「鐸

嚢

鞍

鰭

鋸

關
係
及
び
之
に
獲
瀕
す
る
所
の
精
神
上
の
観
念
　

明
…

得
・

な
一は
以
上
の

麦

に
於
て
特
に
慧

す
・
・
こ
・
の
鐘

接
、
禦

生
肇

・
震

・
黛

人
間
の
叢

力
の

餐

の
最
も
柔

的
な
る
條
件
遷

せ
る
蓬

で
あ
・
.
嚢

・

「肚
會
・
羅

せ
・
人
間
の
蟹

鰺

忠

の
形
成
史
」、
。
て
、
「各
種
・
霧

羅

・
物
露

謬

・
形
量

…

覧

て
居
る
・
さ
う
し
て
之
高

…
。
懸

が
、
前
・
引
用
芸

表

の
中
に
・
、
已
に
存
在
し
て
居
る
芸

ふ
ご
浅

余

の

先

き

に

指

摘

し

た
.蓮

一・り

で

あ

る

o

'

」

.

第
二
に
.
序
な
が
、
、
慧

す
・
き
こ
・
は
、

・
…

は
明
身

『
袈

磐

　

難

爵

唯
物
論
が
如

、何
に
諮

を
有
す
・
か
』
を
羅

し
て
居
套

で
　

.
世
・
は
彼
れ
・
唯
物
曇

以
て
砦

の
唯
物
論
ご

マ
多

は
明
白
昆

覆

勅
諭
・
踏

・
ξ

を
認
め
て
居
る
・
自
然

}

同

}
現
す

る
も

の
多

け
れ
.ε
も

、

護

萎

に
見
に
れ
去
ろ
唯
鍵

践
.

筆

(第
二
號

七
:

六
三

r

■



一
。
、
。
,

萎

に
見
に
。
た
ろ
・
物
窺

一
.

・
・
糞

鞘
・
號

八
)

=
八
四

葦

的
唯
物
論
ご
肇

的
霧

論
(即
・
唯
物
史
響

、嚴
驚

之
・
厨

・
な
け
れ
ば
な
ら
雪

至

こ
こ
咲

此
工
、例
↓に
.ま

り
て
も

明
.か

で
あ
ら

う
ゆ　

一

髪

警

　

皇

　

・
藷

文
　

質
　

は
・
難

織
　

よ
　

に
賛

署

少
き
部
冴
で
・の
・⇔
ご
想
ふ
が
、
此
部
分
の
主
張
・
、
依
棄

鍵

・
支
　

れ
・
・
　

潅

・

　弱

餐
藁

霧
自暴

峯

擁
騨
灘
匙羅

～ぎ
な
じ
)
.・
・
書

・
始
・
・
て
居
・
・
原
藷

斯
　

薫

　

れ
粒

大
篝

旨
髭

}
旬

　　に
よ

っ
て
表

現

さ
れ

て
居

る
ご
育

っ
て
も
可

い
。
即
ち

次
.の
如

く
で
あ

る
。

「
か
の
基
裳

は
、
抽
象
的
人
間
に
封
ず
箕

葬

具

・
、
殊
・
新
撃

理
袈

蕃

の
如
豊

町
人
的

濱

本
家
的
)
な
る
震

に
於
て
、

.・…

.商

品
生
馨

・
肚
曾
・
於
て
は
・
唇

之
簿

馨

郵

券

形
態
。
あ
み
.」
古
代
亜
細
亜
・
、
ぎ

其
他
・
古
代
…

釜

方
侍

於
て
は
・
生
霧

を
曹

叩
為

す

。
慕

、
.從
菱

商
.星

薯

こ
し
て
の
人
間
の
存
套

、
軍
.・
從
腸
的
の
地
位
を
有
す
詮

響

な
か
つ

。
、
一

尤
異

濡

巽

蓬

・
階
段
錘

・
・
從
・
て
、
・
・
寮

最

要
な
る
地
位
を
占
め
て
来
た

も
の
で
は
あ
。
が
。
説

ば
奮

の
漿

援

は
、
エ
・
ク
ル

の
勢

の
如
く
・女

波
蘭
の
審

の
籔
に

於
け
る
契

人
。
如
く
、
.只
覆

界
の
騎

∬

・
存
奪

・
・
の
で
あ
・
・
勿
論
集

古
代
綻

寓

生
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.

.

.産
組

織

は
、
町
人
的

へ資
本

家
的

)耽
會

の

そ
れ

に
北
ぶ

れ
ば
、
遙

に
簡
軍

で
且
透
明

な
も

の
で
は
あ

る
。
,
併

…
し
そ

は
同
職
に
、
個

々
人
の
未
熟
な
る
状
態
-

自
然
的
の
種
族
團
結
に
於

て
人
々
を
互
に
結
び
若
け
る
所

コ

ノ

…
の
.臍
緒

を
ぱ
、
ま

だ
断

ち
切

ら
な

い
《
居

る
こ
い
ふ
歌

態
1

に
ま

量
を
置

い
て
居

る
か
、

さ
も
な

く
ば
直

…
接
な
る
支
配
及
び
服
従
の
開
悟
に
土
毫
を
置
い
て
居
る
か
で
あ
る
。
そ
は
勢
働
の
生
産
力
が
猶
低
度
の
獲
展

階
段

に
止
ま
り
居
る
こ
て
を
條
件
ピ
し
、
又
物
質
的
生
活

の
過
程
内
に
於
け
る
人

々
の
關
係
が
、
從
て
叉
、

τ
人

々
相
互
の
聞
及
び
人

と
自
然
ご
の
問

に
於
け
る
關
係
が
、
之
に
慮

じ
て
狭
隘
な
ろ
こ
ご
を
修
得
ご
し
て
居

ヨ

う

も

や

も

セ

る
。
而
し
て
此
等
現
實

の
狭
隘
性
が
観
念
的
に
反
射
さ
れ
た
も
の
が
、
即
ち
古
代

の
自
然
崇
拝
敏
や
其
他

の

民
俗
的
宗
敏
で
め
・
。L畳

丘

の
如
嘉

饗

雰

霧

欝

射
は
・
藻

に
於
け
る
目
星

活
の
關
係

が
、
人
間
同
志
に
封
ず
る
及
び
自
然
に
劃
す
る
、
は

っ
き
り
見
透
し
の
つ
い
た
理
性
的
な
關
係
を
人
々
に
現
示

著

や
う
に
爲

っ
て
か
ら
、
初
め
三

股
に
消
え
失
せ

べ
き
も
の
で
あ
る
。
肚
會
的
生
活
過
酷

ち
物
質
的

生
産
渦
程

の
姿
よ
り
、

初
め
て
そ
編

秘
的
な
る
霧

の
ヴ
・
ル

が
取
り
除
か
れ
る
の
皆

具
生
活
過
程
が

自
由
に
團
結
し
た
る
人
々
の
生
産
物

ε
し
て
、
其
筈
人
々
の
意
識
的
な
計
蓋
的
な
制
御

の
下
に
立

ヶ
に
至

っ

て
か
ら
の
こ
毛

あ
る
。
而
か
も
斯
ム
る
状
態
を
實
現
す
る
が
爲
に
は
、
肚
會
に

憂

の
鵜
質
的
基
礎
L

.

物
質
的
存
在
僚
件

の

一
列
1

が
備
は
り
曇

る
こ
ε
を
必
要

ε
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
も
の
は
叉
、

一

の
久

し
ぎ

且
苦

み
多

き
爽
展

の
歴
史

が
初

め
て
齎

す
所

の
自
然
生

の
産
物

に
外

な
ら
ざ

る
も

の
で
あ

る
。
」

説

論

賛
本
論
に
見
は
れ
た
ろ
唯
物
史
観

・

第
十
巻

酎第
二
號

九
)

=
八
五
.

.

!



。

説

。
本
論
に
見
に
れ
た
ろ
唯
物
轟

第
蓉

〔舞

δ

)

;

六

霧

匙耀
難
擦

耀
耀賦羅

鷺

鷲

鐸

融坤

鷺
鱗
鍵

籠
糧

鞍
罐
繰
　　　

う

て
居
る
が
、
菱

も
し
蒙

主
義
の
藩

祖
磐

越

・
て
、
萬
が

証

曾
嚢

の
欝

親
鍵

窺

さ
る
Σ

榊毅

馨
難

螺

聴講
鞭

擁

顔
羅
講
糊

場

て
の
或
留

の
歴

日的
糧
ホ
に
、
「集
金
茎

量

景

御
利
益
・
暴

け
ら
れ
て
居
る
　

曼

～薫

鞭

駐髄

輔
貨
擬霧
総

鬚
鞍

嚢

縮

鮮

碧

.ル
ク
。
が
細
何
に
考
.
.
か
を
説
明
す
れ
ば
呵
い
の
で
あ
っ
て
、
其
　

至
・
て
　

環
.

某

聖

舞

董

+
四
蕃

電

某

家
・
奮

・
諾

傾
響

挙

る
貌

は
・資
本
論
中
景
も
有

(1)・ ・.・・0・,S.7z6-729 .(*'wPP .834-837 .)



襟

髪

難

論
籍

劉
鰐
馨

転
懲
生　

無

難
鱗
鍵

難

麹
濫
難
騨
論
難

.

者
の
蓼

に
よ
り
、帥

ち
自
己
の
蕩

・
上

・
.立
・
・
私
有
財
露

塵
止
に
よ
り
・
起
b
来
り
し
も

の

で

あ

る

む

「
肚
欝

、
團
欝

の
墨

・
翌

す
・
所

の
私
有
墨

な
る
も
の
は
・
蕩

手
段
及
募

働
爺

界
農

縫

馨

鯵

謹

暴
撚藷

欝

　
肺織
胤誘

霧

に
縫

限
霜

違
碧

が
㌍

な
れ
で
も
・
詮

皆
、
此
両
極
端
窩

・
欝

れ
る
蕪

に
響

ざ
る

も

の
臨
あ

る
・

『勢
働
者
が
其
　

　

己
　

　

し
　

・
居
る
鼠

　

　

で
　
.
而

.…鱗
鰐

　灘
遜

鱗
屑鱗

麟

畷

縫

線

難

探
る
.
至
り
た
乃
は
、
鐘

諮

ら
蒲

す
脇
・
第
　

・

'



論

説

粟

論
寛

に
れ
た
・
唯
蟄

観

竿

燈

(第
二
脇

」
=
一)

】
.六八

…
ぱ
、
そ

の
畠

な
る
私
有
財
啓

寫
せ
し
場
食

し
て
.
即
農

民
は
そ
の
耕
作
芸

土
地
を
所
有
し
・
職

人
は
そ
の
使
用

に
係
る
道
具
を
所
有
し
居
り
し
場
合
で
あ
る
。

も

ヨ

も

ゆ

一『
此
生
産
方
法
は
、
土
地
及
び
其
他

の
生
産
手
段

の
分
散
を
前
提
ε
す

る
。
そ
は
是
等
生
産
手
段
の
集
中
を

否

定
す

・
高

聴
に
、
謡

力
、
各
生
産
過
程
の
内
部
に
於
け
・
分
業
、
自
然
曇

す

る
肚
曾
的

の
征
服
馨

.

支
配
、
肚
會

の
生
産
力
の
自
由
な
る
震

を
不
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
そ
は
只
・狭
隘
な
る
自
然
的

制
限
を
有
す
る
生
産
及
び
肚
會
ε
の
み
、
両
立
し
得

る
に
止
ま
る
。
之
を
永
久
に
維
持
せ
ん
こ
ご
は
、
正
に

息
。
。
巷

・
の
吉

へ
る
如

く
、
コ

般
的
孕

凡
を
命
令
す

る
」
が
如
き

も

の
で
あ

る
・
然

る
昆

制

度

は
・
或

程

も

ヘ

へ

も

や

ヤ

ヤ

カ

ヤ

コ

も

も

も

マ

も

し

あ

ヘ

ヤ

も

ろ

へ

度
以
上
に
獲
達
す

る
ご
、
そ
れ
自
身
を
崩
壊
せ
し
む

べ
き
物
質
的
手
段

を
作
り
出
す
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

へ

も

み

ヤ

ヘ

ヤ

も

も

も

リ

カ

も

セ

か
く
て
肚
會
の
滑
胎
に
は
新
π
な
る
力
ε
威
情
が
獲
動
し
、
而
か
も
む
圃
嘗
制
度
研
創
ビ
劇
緯
ゼ
威
ゼ
ざ
ボ

つ

も

へ

も

や

め

セ

ユ

う

カ

モ

へ

も

も

も

も

も

あ

や

も

も

や

ら

セ

も

も

を
得
ざ
る
こ
芭
、
偽

る
。
事
弦
に
到
ら
ば
、
薔
制
度
は
崩
壊
さ
架

け
れ
ぜ
な
ち
ぬ
し
、
契
厨
廣
ざ
れ
℃
仕

も

ろ

一
舞
ふ
.
即
ち
其
崩
壊
に
よ

っ
て
、
個
人
的

に
分
散
し
て
居

た
生
産
手
段
は
肚
曾
的
に
集
中

さ
れ
、
從
て
多
敷

兇

・
の
彗

て
居
姦

小
・
財
産
が
少
警

・
持
て
る
昊

の
財
産
憂

っ
て
仕
舞
ひ
・
從
て
又
・
多
藪

…
の
人
・
量

地
、
生
活
手
段
、
及
舞

働
暑

掠
奪

れ
て
仕
婁

こ
蕊

な
る
が
・
こ
の
姦

者
曼

し

　

…
て
行
は
る
盛

る

べ
き
且
痛
む

べ
き
掠
奪
は
、
實
妄

本

の
前
史
を
成
す
も

の
で
あ
る
。
吾
々
は
資
本

の
第

一

}
次
的
集
積

の
方
法
に
就

て
只
時
代
を
劃
す
る
も

の
㌧
み
を
観
察
し
た
る
に
止
れ
ざ
も
、
そ
は
實

に
幾
多

の



　
悲
惨
な

る
方
法
に
よ

つ
ぼ
行
は
れ
な
も
の
で
あ
る
コ
直
接
生
産
者

に
劃
す

る
掠
奪
は
㌻
最
も
無
蓋
恣
な
る
兇

憂

身
・
、
最
・
響

・
・
、
最
・
汚
巽

・
・
最
・
肇

　

・
最
善

む
べ
き
戚
情
の
下
に
・
費
行
さ

気

た
.
ぞ

て
、
・
己
の
蕩

に
・
つ
て
得
・
・
財
産
・
し
・
、
盲
は
碁

揚

音

て
勢
轡

従
事
せ
・

.

個
人
異

者
の
欝

條
響

の
融
合
の
吉

立
脚
せ
し
私
有
財
産
は
、
資
本
家
的
の
私
有
財
馨

爲
め
・
即

頁

形
式
上
に
於
・
畠

な
・
他
人
・
蕩

・
掠
寧

ξ

・
に
よ
-
成
立
せ
る
秘
露

奮

矯
め
・
推
し

一
際

廿
ら

る

」
に
至
り

し
も

の
で
あ

る
。

「苦

如
轟

募

経
業

、
深
・
に
於
麦

廣
・
に
於
て
、
麗

會
を
+
分
に
遷

し
了
る
鷺

・
蕩

霞

警

て
無
産
者
,し
な
り
、
舞

舞

潔

件
量

・
養

沓

な
り
.
か
く
て
資
秦

的
生
産
方
法
は

全
-
自
己
の
斎

地
を
得
を

差

な
る
が
、
更
に
そ
れ
に
糾

い
垂

禦

霧

化
さ
れ
・
土
地
並
び
に

…

蓋

の
生
肇

撃

盆
・
答

的
に
掠
謬

れ
て
共
同
的
の
生
撃

段
に
警

て
來
る
ε
・
之
緩

い
て
行

.

は
る

べ
き
私
有
財
産

の
所
有
者
に
劃
す
る
掠
奪
は
、
遂
に

「
の
新
丸
な
る
形
式
を
探

る
こ
ε
に
な
る
・
即

ち

掠
奪
せ
ら
る
、
所
の
も
の
は
、
最
早
凋
立
纒
濟
を
蒙

つ
・
あ
垂

響

に
は
輩

し
て
・
今
や
姦

寡

.

働
者
を
掠
奪
し
了

へ
し
資
本
家
が
、
却
て
掠
奪

せ
ら

る
≧

隠

な
る
の
で
あ

る
・

南

新
か
・
掠
護

、
資
本
の
集
中

て
ふ
資
本
家
生
窪

内
奪

る
法
則
の
作
用
に
よ

っ
て
・實
現
せ
ら

重

・

一
個

の
資
本
家
は
、
箆

多
誓

某

家
を
打
ち
殺
し

つ
・
あ
り
。
而
し
て
姦

の
某

家
が
砦

如
く
僅

論

説

栗

論
寛

は
襲

雇

蟄

観

単

巻

(第
二
號

三

)

=
八九



論

説

菓

論
見

に
れ
た

ろ
唯
物
史
.観

第
+
巻

〔第

二
號

西

と

一
七
。

・
る
墓

籍

よ
り
掠
奪

-ら
・
≧

蕊

　

、
某

の
箒

は
次
徳

行
は
る
～

費

他
方
に
於

…

・て
は
、
蕩

方
法
歯

す
る
協
力
の
形
式
、
披
璽

に
於
け
魯

學
の
意
識
膿

用
、
土
地
に
關
す
る
書

函

利
用
、
蕎

護

を
ば
総
・
蕎

的
・
・
み
使
用
・
得

べ
・
種
碧

蕩

護

墨

畢

る
こ
ご
・
総
て

　

あ

生
産
手
撃

繕

禽

、
審

的
蕩

塗

筆

馨

し
・
之
を
経
欝

・
使
用
す
る
こ
く

攣

の
國
.

良

が
世
界
霧

・
綱
暑

・
込
・
・
≧

・
、
又
之
捧

・
て
栗

家
的
支
配
が
屡

的
性
警

有
す
る
に

.

至
る
こ
ε
、
凡
そ
是
等
の
現
象
が
亦
、
同
時
に
努

贋
轟

團
に
亘
っ
て
震

す
る
量

る
も
の
で
あ
る
・

　

駿

耀

灘
畷

鞍

懸纐舞

雛
蕪
雑

錘

短燃

…
大
す

岳

の
、
且
資
本
家
陶
生
蕪

程
の
餐

に
よ
り
訓
練

・
れ
、
結
食

れ
・
細
結

せ
ら

る
、
所

の
・　

　
鶴

蔭

級
。
反
抗
・
亦
益
々
鍵

・
・
.
某

家
的
藻

窪

・
、掌

肇

・
溺
惑

共
・
・文
典
下
に

ロ

も

も

マ

.

於
。
繁
榮
し
來
れ
・
も
の
な
・
が
、
今
や
そ
は
撃

、
萎

雰

津
野

参

、扇

轟

惣

鰍
謬

書

髭
難
解
慧
隷
脚犠
饗
慰
騨
懸
紐
.

鳴

る
。
掠
奪
者
が
掠
奪
さ
る
・
こ
ε
に
な
る
。

「
資
本
家
的
生
産
方
法
・嵐
り
生

博
し
資
本
家
的
の
町
有
方
法
は
、
即
ち
資
本
家
的

の
私
有
財
産
は
、
己
れ
自



隔
離

鶴
鯖
読
鰭

難

轍脱藩

翫難

馨

鱈
㌔
燃髄

論

藤

購羅

難

銃
配馨

黙
謹
韓

麹

鋤

一

　

有

を

ば

、
、
彼

等

の

爲

に

提

供

す

る

こ

と

、
な

る

。
.

、

=

個
人
自
ら
一の
勢
働
藷

・
て
居
蓋

的
・
私
嚢

　

資
本
衡

の
私
簾

難

ず
る
こ

へ

。
は
、凄

吉

に
器

的
　

・
居
星

産
響

隻

脚
芸

所
・
資
本
・
の
私
有
財
産
を
ぱ
・
審

的

～

の
も
の
に
愛
写

る
こ
・
に
曇

れ
ば
、
勿
論
比
撃

べ
か
ら
ざ
・
程
度

・
・
吉

多
く
の
蕎

羨

し
・

～

よ
う
灘

に
、
て
、
霧

ま
し
轟

響

・

・
た
ゆ
前
・
場
倉

は
、
籔

の
舞

誉

よ
り
て
国
民

の
大
。

一

叢

が
蒙

せ
、
れ
た

・
で
あ
る
が
、
後

の
場
盒

は
、
罠

の
大
姦

に
よ
サ
て
少
数

の
纂
讐

を
掠
奪

…
す

る

の

で

あ

る

。
」

.

i

以
上
。

麦

。
見
る
時
は
、
「
舞

霊

剣
」
・
序
言

に
馨

・
・
唯
物
史
窺
・
公
式
中

の
文
句
・
殊

に
、「
監

の
物
欝

生
産
力
。
、
其
震

・

一
定
の
階
段
・
於
・
、
そ
が
蒙

・
・
も
の
茜

に
活
動
・
居
た
る
所
の
鐸

…
の
生
産
關
係
、
叉
。
只
・
の
法
制
上

の
表
現
麺

喜

・
所

の
所
有
關
係
、
養

察
す
る
こ
ミ

爲
る
・.
か
く
て
.

噛

係
は
、
生
産
力
の
震

形
式
よ
り
、
響

て
之
が
束
縛
　

・
.量

・
.
・-
三

・
耐
會
羅

・
、
攣

講

読

資
翁

に
見
は
れ
・

ろ
唯
物
轟

第

+
巻

.(第
二
號

「
五
)

一
さ

'



論

説

粟

論
に
見
・
れ
・
ろ
陽

鏡

第
+
巻

幽璽

號

一
六
)二

七
一「

」の
金

力
が
呉
羅

内
に
於
・
醗
砦

・
限
・
藩

・
窪

…

後
・
芝

・
・
決
し
て
顛
覆
し
去
る

.

も
。
蕪

く
、
霧

蒙

る
、
よ
り
高
度
・
生
諾

優

、
…

の
易

欝

の
存
在
鋒

が
ξ

霧

の
母

噛

に
孕
ま
れ
了
る
翌
則
に
於
て
、
決
し
て
璽

し
弩

も
・
で
・
無
・
.
・
れ
ば
禽

・
常
旨

・
解
決
・
・

　

得

る
問
題

。
み
。
墨

こ
す
・
も

・
で
・
・
。
何
故

・
い
ふ
・
、
凡
・
問
題
な
・
・
…

恵

正
警

之
鏡

磨

、
。
ら
ば
、
其
解
決
・
必
饗

・
物
欝

條
件

が
己
・
奮

・
居
・
か
・
叉
・
少
く
ξ

蒼

立
の
過
得

在

る
馨

に
の
み
、
初
・
て
獲
隼

　

の
な

・
が
爲
で
あ
・
」

蕊

ふ
斎

・
中
・
含
ま
れ
て
居
る
糧

が
・
.一

一
殆

ご
そ

の
ま

Σ
藪
に
適
用

せ
ら
れ

居

る
こ
.こ
を
、
獲

見
す

る
.の
で
あ

る
。

,

.

転
補
難

鐸
欝

》擦
畿

難

蝉
蝶
筒嫉

あ

な
れ
ば
、
余
量

。
養

後
書

よ
り
、
之
商

標
な
・
華

・
姦

を
引
用
す
る
こ
庭

　

・
如
暫

か

あ

霧

史
禦

、
某

論
の
馨

を
縫
う
て
走
・
所
の
一
億
の
金
の
綜
の
如
・
・
の
で
あ
る
か
美

き

ミ

髪

銘

せ
し

め
て
置

き
た

い
`
思

ふ
。
.

-

　

・
　

　

τ
相
　

蔓

　

の
で
あ
っ
て

決
レ
て
　

　

鋤

　

で
は
無
.

　
い
ご
・云
ふ
こ
・
、
言

・
・
吉
へ
ば
、
肚
羅

縫

化
・
・
　

で
　

`
云
ξ

、
・
是

、
蓋

會

.、



鐘

鍵

化
の
主
た
る
原
因
は
、
肚
會
組
織
ε
生
産
力
の
震

あ

問

に
於
け
る
矛
盾
衝
突
で
あ
る
ご
云
ふ
ご
ミ

・

　
と

の
こ
個
の
主
張
は
、
唯
物
史
観
に
含

ま
る
卍

窟

難

化
輪
中

の
二
大
要
素
で
あ
る
が
・
斯
か
る
思
想
は
資

鱗

欝

藤
橋
灘
瓢

鰍醗

韓響
難

縫

藻

M齢
・

一
ふ

。

・

第
三
奮

藻
三
篇
。

「
利
塑

の
傾
向
的
下
落
の
法
則
」
厳

寒

薯

・
・
篇
よ
畿

・
立
て
・
あ

毫

が
、
真
中

に

は
次

の
如

き
文
句

が
あ
.る
。

羅

某

の
震

の
牽
、
即
ち
利
潤
の
套

、
資
漆

生
産
の
刺
繋

・
磐

、
(某

の
農

は
資
本
簿

生
産
の
進

の
高

な
る
が
啓

)、利
饗

の
下
履

、
新
た
塩

辛

べ
き
資
本
の
成
彦

妨
げ
・
か
く

て
資
本
家
的
譲

過
程
の
震

毒

す
の
蜆
を
呈
す
る
こ
ξ

な
・
。
そ
星

座
超
磐

感

慨
や
・
鶴

や
、
乃
至
過
剰

の
資
本
並

び
に
過
剰

の
人
口
を
催
進

ず
る
も
の

で
あ

る
。
然

る
に
、
例
べ

ぱ

ツ
カ
ア
ド
ー
の

如
く
、
資
本
家
的
生
産
方
法
を
望

聾

性
書

す
・
あ

な
・
・
考

へ
つ
.・
あ
・
輕
璽

霞

・
此
讐

閲
し
、
此
生
産
方
娑

、音

漿

一
の
制
限
を
作
品

す
あ

な
る
の
理
を
悟
ら
す
・
絶
て
此
制
限
を
笙

産

.生
産
方
法
の
。息
.
に
蹄
せ
す
し
て
、
却
て
(
か
の
地
代
読
に
於
け
る
が
如
一
)
之
を
自
然
に
蹄
ぜ
ん
せ
b
て
居

喝
.
。
摯

、も
利
翠

雫

蓬

警

て
馨

の
享

ぺ
叢

・
主
な
・
恐
怖
は
壷

宴

の
黙
で
な
け
れ

論

説

栗

論
覚

は
れ
た
ろ
膓

史
観

`
.

筆

巻

(第
二
號

宅

}

「
治
三



論

説

資
本
論
塔
見
・
れ
た
..唯
物
史
観

華

糞

第
二
號

天

=

茜

・

…
。
な
ら
ぬ
、
帥
、
某

家
的
生
葬

法

、
窪

力
・
震

・
際
・
て
露

を
讐

て
生
産
す
る
ξ

…
は
奪

の
關
係
も
な
き
或
他
の
籍

の
防
壁
蓬

季

　

の
で
・
・
て
・
而
か
も
斯
か
る
特
慧

雰

膣

叶
、
こ
。
は
、
萎

的
生
産
方
法
が
決
・
て
蓮

・
有
・
・
筆

・
て
・
只
暦
鐸

碧

羅
鯵
難
撫
繕

一
一
る
物
の
み
が
、
利
潤
を
擧
げ
得

る
限
り
に
於

・
・
み
、
土
嚢

・
ミ

・
止

・
の
で
あ
を
・
さ

れ
ば
こ
そ
從

町

撰
鑛
撫
灘
難

　
・罐

鹸

舘
轄

鼠耽耀

物穰
蕗
欝

欝

㍑陀甑



コ
鷺

て
は
更
に
深
ぎ
根
擦
各

・
・
の
で
・
・
.
懲

…

逐

萎

・
思
惟
の
躇

内
に
於
け

」

る
麺

濟
的
。
考
方
　

し
・
、
即
ち
某

家
的
釜

そ
の
も
?

見
地
　

し
・
・
其
の
も
の
薩

置
.

辮

　
湘擁

嶺

鱒　
鋸

鎌

礎

肋哩-
…

コ

ほ
同
じ
や
,
な
る
畜

を
。
、
第
三
欝

笙

分
冊
・
方
・
・
、
少
・
ぱ
奪

引
用
・
透

く

,
囎

数
馨

繹
雛
雛

無
駄
繋
融鑓
鰻
黛

,
は
他
の
各
種
の
肇

さ
れ
た
る
釜

方
法
ご
同
じ
や
・
・
、
肚
會
的
塞

力
・
及
び
其
震

形
態
・
所
與

課

の
暗
翳

。
、そ
。
歴
史
的
鰺

こ
し
て
...-
-
乏

・
前
誓

爲
せ
・
あ

・
書

・
弩

の
特
定
壁

際

史
的
に
決
定
さ
れ
て
る
る
生
産
方
法
に
、
適
學

・
所
の
生
齧

係
一

人
類
が
蓋

禽

の
生
活
過
程
を

塩　
　

謹
む
が
爲
に
、
其
肚
墓

活
の
鍵

を
爲
す
が
爲
に
、
入
・
込
・
所
・
關
〒

欝

・
・
特
殊
装

鴻

壁

的
。
る
、
且
過
渡
的
な
る
性
質
を
有
す
　

・
・
る
こ
・
、
養

後
・
は
・
分
醐

係
箕

歪

に
於

鳥

。
此
塞

關
係

ε
同

一
の
も
の
・
て
、
・
・
同
・
物

・
垂

を
成
し
て
居
り
・挫

三

糞

に
同
じ
や
　
な

慧

る
歴
史
的
。
、
過
欝

・
餐

を
有
心

も
の
・
・
忌

,
此
等
の
・
慕

話

せ
ら
る
あ

で
鄭

」
.
.
の
紛

…
論

覗

栗

論
に
見
は
れ
・
ろ
唯
蟄

隅

幽

、

第
+
賛

第
二
號
、

充

)

一
圭
.



論
.説

蒙

讐

見
経

た
ろ
瞻
望

親

筆

登

第
二
親

二
e

;

六

「
蕩

糧

が
只
人
間
酋

餐

の
阻

於
け
・
軍
な
・
過
翼

・
限
畠

於
て
は
・
葦

み

秦

ば
総

て
の
審

的
の
震

形
態
を
通
じ
て
常
筒

・
で
あ
ゑ

乍
併
、
是
蓋

程
の
各
種
の
漿

せ
る
歴
史
的
形

磯

、
猿

腰

膿

獲

謎

鶴

形
懇
を
ぱ
盆
≧
鍵

・
皇

・
・
の
で
あ
・
.
輸
雰

監

修

態
。
、
黄

熟
の
憂

の
屡

に
達
す
客

、
券

券

べ
霧

霧

で

、爵

罫

参

事

罫

罫

も

る
。
砦

如
轟

化
の
危
饗

裂

・
な
三
至

重

は
、

芳

に
於
て
は
分
配
關
係
・
從
て
天
芝

鑑

攣

る
所
・
生
齧

係
・
特
定
乞

歴
史
的
・
形
姿

他
方
・
於
て
量

産
力
、
生
雲

の
生
羅

力
及

萎

展
ご
、
此
双
方
の
嬰

於
・
・
霧

器

霧

が
、
養

・
に
於
麦

羨

さ
に
於
て
・
.著
を

詮

隠

依
つ
痴

か
る
。
斯
-
て
生
産
の
物
欝

震

箕

肚
會
的
形
魯

の
間
に
.
.
.
一
の
衝
黍

奮

さ
る

ひ

る
の
で
あ

る
。」

斯
か
。
類

の
も
の
を

一
々
帽

・
來
・
な
ら
ば
、
蓼

際
限
な
き
・
終

・
で
虐

う
・
整

余
は
・
最
讐

次

…
の

一
句
を

鐸
出

し
て
、
此
短

文
を
終

ら
う

と
思

ふ
。

、

『五
口
々
が
肚
塞

讐

鍵

・
就
・
、
・
の
最
も
深
・
秘
密
、
・
の
隠
江

・
土
薯

澄

し
・
鱈

又
・
権

力
關
係
及
籏

從
關
係
の
政
治
的
形
態
に
警

、
塑

に
言
へ
ば
あ
ら
ゆ
る
特
種
の
國
家
形
態
に
就
き
芝

の
.
.

最
も
深
い
秘
密
、
隠
異

る
土
薯

稜
皐

・
の
は
、
何
時
で
も
、
生
篠

件
、の
所
薯

餐

接
の
生
産
者
に

(4)a…0・ ・S・4・ 。・4・ ・(英 謬P .・ ・3・)



蠧

毒
る
直
接
の
關
係
卜

共
闘
係
の
形
態
は
、
お
の
つ
か
ら
常
e
勢
跡
刎
か
謬

・
僧
£

勢
雰

瀞
御
釣
酎

へ

を

も

あ

も

カ

も

も

し

も

セ

あ

も

や

し

一
座
力

の
、

一
定
の
獲
展
階
段

に
通
患
す

る
も
の
で
あ
る
一

で
あ
る
。
此
事
は
・
里

の

(主
た
る
條
件

に
關

　へ

り

あ

へ

る

ら

マ

ヤ

へ

し

も

う

へ

も

ヘ

一
し
て
同

}
の
)
纏
濟
的
基
礎
が
、
一

限
り
な
く
相
違
せ
る
純
験
的
事
情
や
、
自
然
的
條
件
や
、
人
種
的
關
係

り

も

も

も

も

一
や
、
他

の
肚
會
よ
り
蒙

る
所

の
歴
史
的
影
響
や
、
其
他

の
事
情

に
よ
り
て
、
一

其
外
観
の
上
に
無
限
の
相
違

評

階
磐

・
季

こ
妥

ぱ
・
妨
ぐ

る
も

の
で
は
畿

・」
.

!

…
右
の

一
文

の
巾
、
特
に
注
意
す

べ
き
黙
は
一
「
同

一
の
輕
濟
的
基
礎
」
に
立
て
る
肚
會

に
て
も
、
其
外
蜆

の
上
に一

一
は
「
無

限

の
相
違

ご
段
階

」
ご
を
呈

し
得

る
も

の
な

る
こ
ご

が
、
又
此
等
無
限

の
相
違

ご
段

階

ご
を

生
す

る
原
因

ε
.

…し

て
は
、
地
理
的
事
情

や
人
種
的

事
情

や
其
他
種

々
な
る
事
情

が
あ
り
得

る
こ

ε
、が
、,.
マ
ル
ク
ス
に
よ

り
明
瞭

に

.

認
め
ら
れ
て
居
る
、
ご
云
ふ
黙
で
あ
る
。
而
し
て
此
監

關
し
て
は
・
余
は
嘗

て
羅

静
的
唯
物
的
皮
理

を
璽

ご
題
す

る

一
交

に
於

て
次

の
如

く
述

べ
た

こ
ご
が
あ

を
。
.
.
.

、
.
.
誌
.

-

、

,
.
.
.㌧

"

「
脛

濟
的

史
観

(
マ
川
ク

ス
の
唯
物

史
観
を
指

す
)
は
英
名

の
示
す

が
如
ぐ

一
の
史

観

パ
Ω
o
ω。
寓
鼻
9

口
詩
鴇
「

5
巴

で
め
る
。
故
に
軍
純

な
る
脛
濟
的
肚
會
観
に
非
す
し
て
、

一
の
経
済
的
祉
會
愛
濫
親
-

肚
會
に

一
定

る

へ

の
憂
動
の
起
な
原
因
に
就
て
の
學
説
一

で
め
る
。
さ
れ
ば
経
済
的
史
蜆
は
、
或
肚
會
ε
他

の
肚
會
ε
の
間

…
に
存

す
る
人
情

風
俗
文
物
制
度
等

の
総
て
の
差
異

の
原
因
を
ぱ
.
壷
く
皆
脛
濟
的
事
情

の
相
違

に
昂
せ
ん
&

す

る
も

の
で
は
無

い
。
或
肚
會
ξ
他

の
肚
會
ε
の
間
に
は
、
.経
済
的
事
情

の
外
に
、
或
は
地
理
的
事
情
汁
或

論

説

賛
本
論
に
見
ば
れ
た
る
唯
物
史
観
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十
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需

、

資
木
論
に
見
に
れ
糞
ろ
唯
物
銭

F

第
霧

(第
二
號

三

宅

八
」

は
人
語

藩

。
基

い
て
、
種
々
の
方
面
に
種

・
.・
糞

・
存
す

・
・
の
で
あ
る
が
・
.馨

的
観

は
敢

て

霧
舗
雛
縷
鍵

鶴
転
"懸
碧

難
い難

問

に
存

す

る

差

異

、,。
.
.置
.
自
.コ
σ
.Φ
コ
。
。
切

の

原

因

を

ま

・

譜

せ

を

藁

…

の

で

は

無

い
・

●ご
.
…

執.」
.一

此
説
明
は
、
今
日
繰
り
返
し
て
見
て
も
、
空

し
・
患

・
.
從
・
ラ

ゲ
・
・
が

天

七
翠

の
書
轡

於

」て
、
礪

脇

が
歴
史
・
一
元
的
鋒

差

せ
・
舞

事
情
・
講

・
て
・
「鐸

の
依
っ
て
以
て
暮

せ
5
る

　る
所
の
地
理
的
基
礎
、
及
び
妻

上
・
続

書

霞

繁

・
・
れ
居
る
所
の
暮

代
に
於
け
る
経
済
事
情
の
麗

　鰐
雛
鋒

鐸
硯轟
諮

蜜
蜂
酵
躯輔

=

の
鐸

的
秦

た
・
も

の
で
あ
・
』
曇

・・
ひ
て
・
地
理
的
事
情
や
人
種
的
事
情
を
ぱ
皆
兵
中
に
包
含
せ
し
め
ん

篶

麹
畿
藍

舖
樋』.難

轟

肇
騒
撲

り節織

…ぺ
、
。
あ
る
、
ご
主
張
す
る
の
で
は
無
い
.
蕎

上
・
ξ

　

　

　

(・
・
る
笙

董

で
あ
れ
縛

審

組
湧

根
本
原
則
は
同
じ
こ
・
に
　

け
れ
薯

、而
・
・
馨

異
・
す
・
・
よ
っ
て
・「
巖

肇

情
や
、白

苔

僚
件
や
、
人
欝

關
係
や
、
他
の
就
會
　

蒙
・
暫

霊

的
影
響
・
・
蕎

の
事
情
」
が
「
限
り
　

相
違

::欝蕪 鱗謙 麟 蟹讐



.

　せ
叢

厨
に
、
.
.
異

郷
窺

の
上
に
は
無
限

の
相
違

`
段
階
ε
を
示
す
h
こ
ε
に
な
る
・
喜

呈

の
で
あ
る
・

、

、

以
上
述
ぶ
る
所

に
よ
り
て
見
れ
ば
、

多

ク
ス
の
資
本
論
に
は
全
艦
を
逓
じ
て
唯
物
史
観

の
血
管
が
通

っ
て
居

を

云
ふ
こ
ご
.、
、
又

多

ク
ス
の
唯
物
史
観
ご
は
如
何
な
る
内
容
の
既
説

で
あ
る
か
ご
云
ふ
ご
ε
が
・
.略
ぽ
想

像
が
出
来
や
う
患

ふ
。
若
し
果
し
て
さ
う
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
余
が
此

の
短
文
を
起
草
b
だ
主
意
は
.、
.+

分
に

.

達

せ

ら

れ

π

鐸

で

あ

る
。
.
.

■
.

「
.

、

,
.「.
.
「

響

、

.

、

」

「

●

,
.

ヤ

、

、

[コ
レ∫L

、

講

読

資
本
論
に
見
は
れ
た
ろ
唯
物
史
観

.
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